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       R.コ ー ル デ コ ッ トの トイ ブ ッ ク ス に お け る 出 来 事 性
           絵 本 に出 来事 を生起 させ る とは ど うい う こ とか 一
                     〈後編 〉
                   佐 々木 美 砂
 本論文の目的は、近代絵本の父 コールデコット(R,Caldecott,1846-86)の トイブックスを手掛か りに、
第1に コールデコットの絵本が近代絵本となった理由を 「出来事」Dをキーワー ドにして明らかにす ること、
そして第2に 近代絵本の本質がこの出来事を生起させるメディアであることを明らかにすることである。
 前編では、まずコールデコットの絵本がどのように遊びという出来事を生みだしているのかを、コールデ
コットの トイブックス16冊 中の1冊 目、彼の絵本の特長が顕著に現れているThe House that Jack Built
(1878)を 取り上げ、具体的に見てきた。The House that Jack Builtは 、数あるナーサリー ・ライムのな
かでも特に 「積み上げ唄」(accumulative rhymes)と して人々に親 しまれていた唄をテクス トに した絵本










性について考察することになる。彼は何をもって 「近代絵本の父」 とされるのだろうか。「近代絵本」 は何




1、 動物(他 者)と 出会うという出来事
 コールデコットの絵本には必ずといってよいほど動物が登場 し(も ちろん例外 もある)、 その動物たちは
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う な 出 来事 な の で あ ろ うか。 動 物 絵 本3)を 「動 物 一人 間 学」 に 引 き寄 せ て 考 察 した 矢 野 智 司 の理 論 を手 掛 か
りに、 考 え進 め て い くこ と にす る。
 矢 野 は、 動 物 絵 本 と は子 ど もと大 人 にた い して、 古 代 にお いて トー テ ミズ ムや 供 犠 が 開 いた の と同様 の経
験 と体 験 の次 元 を開 く メデ ィア で あ る とい う。動 物 絵 本 は、 「擬 人法 」 と 「逆 擬 人 法」(矢 野 の造語)4)に よ っ
て制 作 され て い る。 擬 人 法 は、 人 間 中心 主義 的 な世 界 観 の も と、 他者 で あ る動 物 を人 間 の 秩 序 の うち に 回収
す る生 の技 法 で あ る。 しか し、 逆 擬 人 法 は、人 間 の方 が世 界 化 され る こ と に よ り、 他 者 も人 間 も同等 の立 場
に な る と い う、 特 異 な擬 人 法 で あ る。 動 物絵 本 は、 逆擬 人 法 に と どま らず 、 そ の 創 作 の 原 理 に お い て 内奥 性
の体 験 を 引 き起 こす[矢 野2002:28-29]。 そ れ は 「人 間 とな り人 間 を 超 え る とい う生 成 変 容 」[矢 野2002:
237]の 体 験 で あ る と述 べ て い る。
 矢 野 の い う 「体 験 」 は、 本 論 に お け るキ ー ワ ー ドで あ る 「出 来事 」 とつ な が って い る。 コー ル デ コ ッ ト絵
本 に お け る 出来 事 性 とそ こ に描 か れ る動 物 は、 とて も重要 な 役 割 を 担 って い るの で はな い か 。 コー ル デ コ ッ
トの16冊 の トイ ブ ッ クス す べ て が 動 物 絵 本 とい うわ け で はな い。 ま た、 一 般 的 に絵 本 す べ て にた い して い
え る こ と で あ るが 、 動 物 が 描 か れ て い るか ら とい って そ の絵 本 が動 物 絵本 と考 え られ るわ けで もな い。 しか
し コ ール デ コ ッ ト絵 本 の な か に は、 た しか に、 人 間 が動 物 と出 会 う瞬 間 が描 か れ て い る もの が あ る。 そ こで 、
コ ー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス か らAFrog He would a-Wc)oing Go(1883)とBaby Bunting(1882)5)を
見 て い くこ と に しよ う。
1-1.擬 人 法 と して のAFrog He would a-Wooing Go
 AFrog He would a-Wooing Goの テ ク ス トは 、 もと は古 い バ ラ ッ ドだ った も の が ナ ー サ リー ・ラ イ ム と
して 親 しま れ て い った物 語 唄 で あ る。 カエ ルが ネ ズ ミを お供 に連 れ 、 ハ ツ カネ ズ ミ嬢 の家 に求婚 の ため に や っ
て くる。 ハ ツ カネ ズ ミの 家 で カ エ ル た ち は楽 し く過 ごす が、 突 然 ネ コの親 子 が や って き て ネ ズ ミもハ ツ カネ
ズ ミ も食 べ られて しま う。 そ して ど う にか そ の場 か ら逃 げお お せ た カ エ ル も、 川 で ア ヒル に食 べ られ て しま
う と い う内 容 で あ る。
 こ の よ うな 悲 劇 的 な 結 末 を 迎 え る ス トー リー で は あ るが 、 詩 の 合 間 に 掛 け 声 の よ う に 繰 り返 さ れ る
"Heigho, says ROWLEY!"や"With a rowley-powley, gammon and spinach, Heigho, says ANTHONY
ROWLEY!"と い っ た ノ ンセ ン シ カル な フ レー ズ が、 詩 全体 を陽 気 で 楽 し く軽 や か な もの に して い る。 コー
ル デ コ ッ トは こ の テ クス トの イ ラ ス トレ ーシ ョ ンを擬 人法 に よ って描 い て い る。 これ に よ って、 カ エ ル やネ
ズ ミた ちの 滑 稽 な ふ るま い を一 層 際 だ た せ る こ と に成功 して い る。 ノ ンセ ン シカ ル な フ レー ズ と呼応 す るか
の よ うな動 物 た ちの 動 き は、 ま るで 喜 劇 を見 て い る よ うなの だ 。 ま た、 カ エ ル とネ ズ ミとい った異 種 の動 物
との か か わ りあ い に擬 人 化 とい う共 通項 を もたせ る こ とによ り、物 語 に 自然 な流 れ を 作 りあ げ た。
 コ ー ル デ コ ッ トは、 ウマ を 描 きた い が た め に ウマ が 登場 す る絵本 を 描 い た とい うエ ピ ソー ドが残 る ほ どの
ウマ 好 きだ っ た そ うだ が 、 そ の た めか 、 彼が 描 く動 物 といえ ば 疾走 す るウ マ を 思 い 浮 か べ が ち で あ る。 しか
し、AFrog He would a-Wooing Goの 擬 人 化 され た カ エル や ネ コを 見 れ ば 、 コ ー ル デ コ ッ トは絵 本 に お け
る擬 人 法 を完 成 の 域 まで 高 め た こ と に気 づ か され るで あ ろ う。 擬人 化 され た 動 物 が 本 に描 か れ た歴 史 は長 く、
子 ど もの本 が 誕 生 す る以 前 の 中 世 に さか の ぼ る こ とが で き る。 そ の長 い歴 史 の な か で も、 コー ル デ コ ッ トの
描 く擬 人 化 さ れ た動 物 た ち は と りわ け動 きと表 情 が 豊 か なの で あ る。 そ して 、 彼 の 描 く擬 人 化 され た動 物 た
ち は 、 後 の 絵 本 作 家 に も少 な か らず 影 響 を与 え て い る。
 B.ポ タ ー(B.Potter 1866-1943)は 、 コー ル デ コ ッ ト絵 本 に 強 く影 響 を受 け た 一 人 で あ り、 彼 女 の描 い
た 「ピー タ ー ・ラ ビ ッ ト」 シ リー ズ の 絵 本で は、 その こ とを感 じ る動 物 が しば しば 登 場 す る。 例 え ば、The
Tale q!乃 血 ♂εrεηη islaei=(19G6)の カエ ル や 、 The Taie(〉,j lbm Bitten(1907)の ドレス を 着 た ネ コな
ど は、 コ ール デ コ ッ トが 描 いた 本 作 品 の 動物 た ちか ら影響 を 受 けて い る こ とは 否 め な い。 また ポ ター の よ う
に 直 接 的 で な くて も、L.ブ ル ック(L. Brooke 1862-1940)な ど、 コー ル デ コ ッ ト以 降 、 絵 本 に登 場 す る動
物 を ま す ます 豊 か に表 現 した 絵 本 作 家 た ちに影 響 を与 え て い る こ とは まち が い な い。
 通 常 、 擬 人 法 に よ って 描 か れ る擬 人 化 され た動 物 は、2本 足 で 立 ち 人 間 の よ うな 立 ち居 振 舞 い を し、 洋 服
を 着 て家 に住 み人 間 の よ うな 暮 ら しを して い る。 また 、人 間 と動 物 が 普通 に会 話 し、 交 流 を深 め る こ と も珍
し くは な い。 この よ う に擬 人 法 は動 物 と いう他 者 を人 間 化す る 「生 の 技法 」 で あ り、 擬 人 法 に よ って 人 間 と








もの(生 態ピラミットの上位にあるもの)に たいして擬人化を行わず、写実的に動物そのものの姿で描 くの
である。たしかに絵本に描かれたネコの親子はきちんと服を着ているのだが、よく注意 してみると、ハツカ











 この奇妙な世界を描きだすために、コールデコットはまた して も 「視点」を駆使するのである6)0ま ず、
コールデコットはナーサ リー ・ライムでは誰のことか説明がない 「アンソニー ・ロー リー」なる人物を、絵
本のなかで中年男性 として登場させ、おまけに彼の家族までも描きだす。そ して、ロー リー一家をは じめと
する人間を 「見るもの」として描き、カエルをはじめとする動物たちを 「見られるもの」として描 くのだ。
そして、この2つ の視点は交わることがない。
 さらにここに第3の 視点である読者の視点が加わる。これにより、「見 られるもの(=動 物)」 を見 る 「見
るもの(;人 間)」、 さらにそれを見る読者という、3重 構造をもった視点の絵本となるのだ。この複雑な視
点の重合は、動物 と人間、さらには読者とのあいだにある距離感を生 じさせることとなる。この距離感は、
読者に絵本に登場する動物や人間と一体化することや感情移入することを阻む。普通考えるとこのような距




 しかし一方で、読者はこの3重 構造をもった視点によって、傍観者でありつづける人間の側に も同調でき
ない何かを感 じることになる。それは、傍観者でしかない人間より、動物の方がよほど生き生きと躍動 した
「生」を生きていることに気づ くからである。 したがって、実はこの絵本において、読者は不思議な3重 構
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 その超越的な視点とは、人間も動物も同じ場で生きている生き物であることを認識できる視点である。こ
の3重 構造の視点により、従来の擬人法の在 り方がズレていく。ここでは傍観者でありつづける人間のほう









 この 「逆擬人法」 という手法を明らかにするために、Baby Buntingを 見てい くことにしよう。:..
Buntingは 赤ちゃんをあやす ときに唄われる、よく知られたナーサリー ・ライムである。まずは、 この詩
を全文引用 しておこう。
  Baby Bunting
  Bye, Baby Bunting!      バイ ・ベイビー ・バンティング1
  Father's gone a-hunting!    父さん出かける 狩 りをしに
  Gone to fetch a Rabbit-skin   ウサギの毛皮を 手に入れようと
  To wrap the Baby Bunting in.  かわいいベイビーに 着せようと。
         『現代絵本の扉をひらく一 コールデコットの絵本 解説書」(福 音館書店)p.73,よ り
 コールデコットはこのたった4行 の詩を、表紙 も含めて12頁 の絵本に仕上げている。そしてこの作品で
も詩を独自に解釈 し、イラス トレーションによって詩に物語としてのス トーリーをもたせ(=絵 本に出来事




















れる前(実 際は父親が毛皮屋で買い求めたものではあるが)は 、 目の前にいるウサギのように生きていたの




な らば、最後の頁の意味やウサギ形のお くるみにした理由が理解できるのではないか。 そこでBaby
Buntingを 、逆擬人法の視点で読み解いてみることにする。
 ナーサリー ・ライムでは狩 りに出かける父親の想いや意気込みが詩の3行 目と4行 目に描かれているが、
絵本では狩 りの様子や家族(主 に子どもたち)の 様子までもが、イラス トレーションで描かれている。そし
て、家一外(狩 り)一 家一外(散 歩)と いう場面展開で絵本は進行 していく。






に近 く野性性を備えている存在であるが、兄(男 性)は 棒馬にまたがり未来の父親像のように描かれている。
他方、兄よりいっそう幼い妹は、動物のように世界と未分化な状態の子どもとして一 ある場面では乳母の
いうことを聞かない姿で、また別の場面では衣服を着ていない裸(野 性)の 姿で、そ してお くるみを着せら
れればたちまちウサギにでもなったかのように四つんばいで歩 く動物のような姿で  描かれている。年齢




1羽 のウサギだけは幼 い子どもの方を向 き、双方の視点が合 う。擬人法の作品AFrog He wouldα 一

































いるのである。私たち読者は、 この幼い子どもとウサギとが同等の立場(資 格)で 対峙する姿を見ることに
よって、私たちが普段当たり前のように思っている人間中心主義の思考法が破壊されるのを目の当たりにす
るのだ。
 このようにコールデコットは様々な動物の姿 一 コールデコットの描 くウマに代表されるような躍動感、
生命感、優美さにあふれた動物の姿、擬人法を用いながらも絵本に視点の3重 構造を作 りだすことで人間よ
りも生き生きと生きる動物の姿、逆擬人法により動物と交歓するmの 子 どもの姿(こ の瞬間、子どもは人
間を超えでている)、子どもとの親和性をもつ動物の姿7) を描き出した。そして私たち自身が絵本のなか
で動物(的 な野性;生 命性)と 出会うという出来事を生みだ したのである。絵本のなかで動物と出会 うとは、
字義どおりのことではな く、深い体験を伴う出来事である。取り上げた絵本は、どの作品にも 「死」のテー
マが描かれている。しかし同時に、動物性の躍動する 「生の瞬間」のテーマも描かれる。動物性とは、人間
のような世界を対象化して生きているのではなく、世界(環 境世界)と 連続 した生の在 り方を示している。
それにたいして 「死」もまた世界との連続性を意味しているのであって、 この点において動物性と共通性を
もっている。つまり生命の極限と死への接近 とは同じ事態なのである。また躍動する生も動物性を秘めてい





                佐々木lR.コ ールデコットのトイブックスにおける出来事性  3g
は大人のような 「読書」 とは異なり、むしろ 「遊び」だと考えてみるほうが正確なのではないだろうか。
「ページも狭 しと踊りはね、紙なんかに縛 られていないことを高らかに宣言 している登場人物たち一 多分
これがコールデコットの絵本の最大の魅力だ」[Sendak 1988=1990:156]と センダックは語る。セ ンダ ッ




 コールデコットは、ことば遊びが豊富で声に出して唄って楽 しむナーサリー ・ライムをテクス トに選ぶこ
とによって、絵本に遊びの要素を取り入れた。その遊びの要素は、コールデコットの躍動感のあるイラス ト
レーションと、数々の出来事を生みだす仕掛けによってさらなる遊びを生起させることとなる。その遊びの







かで遊びに没入 している。これが出来事 としての絵本で遊び、出来事としての絵本を遊ぶ醍醐味であ り、だ
からこそ子どもは何度でも同じ絵本の世界をあきることなく繰 り返し遊ぶことができるのである。大人のよ












えられてきた近代絵本の近代性であるが、 ここでは、近代絵本の近代性 とは、「絵本に出来事を生起 させる
こと」であるという考えのもと、論を進めていきたい。







 従来、絵本の特性、独自性として挙げられてきたのが、絵 と文章による相乗効果(文 章で語 られていない
ことが絵によって語 られ、絵で語 られていないことが文章によって語 られることにより、絵本に深みが増す
ような効果)で ある。センダックはこの点においてもコールデコットを高く評価 しており、つぎのような言
葉を残 している。
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   コールデコットの業績は、現代絵本の幕開けを高らかに告げるものでした。彼は言葉と絵とを対位法
  的に併置する天才的なやり方を考案 しましたが、それはそれ以前にはまった く見られなかったものでし
  た。言葉が省かれ、そこを絵が語 る。絵が省かれ、そこを言葉が語る。ひとことで言えば、これこそは







 しかし、近代絵本が 「絵と文章による相乗効果がなされるもの」 というだけでは説明不足のように思われ
る。 コールデコットの絵本の魅力 も、その言葉だけで汲み尽くすことはできない。 コールデコットの絵本と
はなによりも 「出来事としての絵本」である。言い換えれば、絵本に出来事を起 こす仕掛けがつくられては
じめて、絵本は絵つきの本か ら近代絵本となったのではないだろうか。出来事を起こす仕掛けのなかに、
「絵 と文章による相乗効果」 も含まれると規定 してみれば、コールデコットこそが 「出来事としての絵本」
をつ くった最初のクリエーターと考えることができるのではないだろうか。このことを明らかにするために
は、 コールデコットを絵本の歴史におき捉え直す必要がある。
 本論文前編にも登場 した児童文学史家で児童文学批評家のオルダーソンは、イギリスにはW.ホ ガース
(W.Hogarth,1697-1764)に 始まる 「物語 るイラス トレーション」の伝統があることを指摘 している8)。ホ
ガースは、数枚組の絵あるいは一枚絵で、絵の題名からイメージできることを、題名以上に語 らせていると
ころに特長がある。このことか ら、彼の作品は 「絵による小説」とも呼ばれている。ホガースが制作 したの
は絵であって絵本ではないので、 もともと文章はないが、文章が語 らないことを絵が語 ることから、絵と文
章による相乗効果の先駆 けとして見ることができる。また、18世 紀以降イギ リスではナーサ リー ・ライム
あるいはマザー ・グース9)、伝承文学を題材にした絵本が数多 く出版 されている。 コールデコットがナーサ
リー ・ライムを絵本化したことは当時においてもオリジナルなことではなく、むしろありふれたことであっ
た。 この伝統のなか、今 も人気 ・実力のある絵本画家たちがナーサリー ・ライムの絵本化を試みている。こ
のようにイギリスには、コールデコット絵本が誕生するような豊かな土壌がすでにあった。それはまた、コー
ルデコット以外の絵本作家たちにも共通する土壌である。それでは、コールデコットの絵本が出版される以
前に 咄 来事としての絵本」は存在 していたのだろうか。それを検証 してみなくてはならない。
 近代絵本の誕生には、子どもの本の市場が成り立つ社会的 ・経済的背景や、印刷の技法 も含めた印刷技術
の向上などがあることを忘れてはならない。 コールデコットと同時代に活躍 したイラス トレーターにW.ク
レーン(W.Crane,1845-1915)とK.グ リーナウェイ(K. Greenaway,1846-1901)が いる。コールデコッ
ト、 クレーン、グリーナウェイは、当時を代表するイラス トレーターで、近代絵本の幕開けを飾る絵本画家




細心の注意を払い、絵本作 りに美 しさを求めた。コールデコット、クL一 ン、グリーナウェイといった作風
の全 く異なる3人 のイラス トレーターを輩出し育てながら、絵本の楽 しさだけでなく美 しさという側面にも
光を当てたのである。そして、当時の安くて粗雑な作 りの絵本から脱却 し、安 くて美 しい絵本を作 りだすこ
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の がC.ベ ネ ッ ト(C.Bennett,1829-1867)L°'で あ る。 ベ ネ ッ トと比 較 す る こ とで 、 コ ー ル デ コ ッ トの特 性
が 見 え て くるは ず で あ る。 ベ ネ ッ トは、Shadows(1856)、 The Frog Who Would a We)oing Go(ca.1860)、
Old Nurse's Book(>f Rhymes, Jingles and Z)itties(1858)な どの絵 本 を 世 に だ して い る。 彼 は画 力 が 卓抜
して お り、 た しか に コー ル デ コ ッ トの 先達 と して の 要素 を絵 本 の なか に見 る こ とが で き る。 た とえ ば、 ホ ガ ー
ス以 来 の 伝 統 で あ る 「物 語 る絵 」 を描 け る イ ラ ス トレー タ ー で あ り、 絵 本 にお け るア イ デ ィア が豊 か で あ り、
絵 本 に流 れ るユ ー モ ア も存 在 す る。 そ こで、 後 に コ ー ル デ コ ッ トも同 じテ クス トか ら絵 本 を創 作 す る こと と
な るThe Frog Who Would a Wooing Go"'を 見 て い く こ とに す る。
 こ の絵 本 の 内 容 につ い て は 、 す で に 本論 文 の1-1で 述 べ た と お りで あ る。 た だ し、 ベ ネ ッ ト版 と コー ル
デ コ ッ ト版 の テ ク ス トに は 、 大 きな相 違 点 が2ケ 所 あ る。 まず1点 目 は、 ベ ネ ッ ト版 に は、 詩 とは別 に、 詩
を 物 語 風 に仕 立 て た 文 章 が 載 って いて 、 それ が 絵 本 の半 量 を 占 め て い る こ とで あ る 。2点 目 は"Heigho,
says ROWLEY!"や"With a rowley-powley, gammon and spinach, Heigho, says ANTHONY
ROWLEY!"の 詩 句 が ベ ネ ッ ト版 に は記 載 され て い な い こ と であ るia,。
 ベ ネ ッ ト版 の 絵 本 作 りは 、 つ ぎ の よ うに な さ れて い る。 見開 き の片 方 の 頁 は 物語 風 の 文章 の み、 も う片 方
の 頁 は、 頁 を 上 下 に区 切 り2つ の イ ラ ス トレー シ ョ ンが 描 か れ て い る。 そ して 、2つ の イ ラ ス トレー シ ョ ン
の 間 に詩 が 入 る。 印 刷 上 の 都 合 か らか、 中央 頁 の見 開 き は左 右 と もイ ラ ス トレー シ ョ ン(そ の場 合、 計4点
の イ ラ ス トレー シ ョン とな る)で 、 そ の前 後 の頁 は見 開 き の左 右 と も物 語 風 の 文 章 で あ る。
 こ の よ うな 絵 本 作 り、 つ ま り1ペ ー ジに2場 面 の イ ラ ス トレー シ ョンを 描 くや り方 は 、 今 日の絵 本 を知 る
者 か らす る とず い ぶ ん と窮 屈 な 感 じが す る。 そ れ だ け で も読 者 に重 苦 しい 印 象 を 与 え るの だ が、 そ れ に加 え
て 画 面 い っぱ い に 描 か れ た動 物 は2頭 身 な い しは3頭 身 で あ り、 さ ら にそ の 絵 が平 面 的 で あ る た め に余 計 に
重 々 し く感 じられ る。 しか も、 余 裕 の な い空 間 に押 し込 め られ た動 物 た ちの 動 き は制 限 され る こ と に な る13)。
ま た テ ク ス トに は 、 あ の軽 や か な ノ ンセ ンシ カ ル な フ レー ズ はな く、 詩 を 物 語 風 に仕 立 て あ げ た文 章 が長 々
と載 って い るの で 、 コー ル デ コ ッ ト版 に 見 られ る よ う な軽 快 さ は表 現 され て い な い。
 ネ コが ハ ツカ ネ ズ ミの 家 に 突 入 す る場 面 の、






















ラス トレーションで、画面の左3分 の2に ロー
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リー一家の絵が描かれる。ローリー一家は、事の成 り行きの結末が予想されるのか、困惑顔で猫を見ている。
残り3分 の1の 空間には、ハツカネズミ宅(窓 からネズミの しっぽが垂れ下がっている)と 、ハツカネズミ
の家の玄関へと続 く階段(「 くの字」で描かれる)を 「逆 くの字」で上がってい くネコの親子が描かれる
(図版p.19.参 照)。 本論文の前編で、コールデコットが視点を駆使 した絵本作 りをしており、その際使われ
る 「くの字」「逆 くの字」について説明したが、ここでもその効果が充分にあらわれている。 この階段を上




れて、絵本構成をしたのである。次頁の見開き左側の頁(図 版p,20.参 照)で は、場面が一転 して、ネコが
1匹 のネズミへと向かって、いっせいに跳躍する様子が描かれる。ネコの後ろ姿がずらっと並ぶ。ピンと立っ
たネコの尾、跳躍のときに見せる後ろ足の形、とがった爪、野性本能全開のネコが人間のように服を着て、
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表現となる。 しかしなが らベネ ットの絵本は、今日の私たちにとっては当然の絵本の構成がなされてお らず、
近代絵本に至る過渡的な形態の絵本であると考えられる。
 ベネットはしば しば 「不運」もしくは 「不幸」なイラストレーターと評されている。それは、ベネ ットが
エヴァンズと組んで絵本を作 りながらも、エヴァンズが彼の才能と作品を生かしきれなかったことや、病に
より若くしてこの世を去ってしまったことにより、さらに優れた絵本を生み出すことがなくなって しまった
ことによる。 もし、ベネ ットがコールデコットの絵本を見ていたら、彼はどんな絵本を作 り出したのだろう
かと思わずにはいられない。
2-3.同 時代の絵本画家(ク レーンとグリーナウェイ)と の比較
 つぎに、 コールデコットと同時代の絵本画家クレーンやグリーナウェイがどのような絵本作 りを していた
のかを見ていくことに しよう。 クレー ンが最初に描いた絵本は、エヴァンズと組んで作 ったThe House
that Jack Built(1865)で あった。偶然にも、コールデコットが最初に描いた絵本と同 じテーマである。
クレーンは トイブ ックを50冊 以上 も描き、 トイブ ック以外に も代表作 とされ るThe:..ヅ80pera
(1877)'5)、The Babヅs Bouquet(1878)、 Baby's own Aesop(1887)な ど、た くさんの絵本を制作 した。
クレーンの絵本の特長 といえば、力強い輪郭、平塗 りの色、黒の量塊であるが、それは日本の浮世絵から影
響を受けたものである。またクレーンは、ウィリアム ・モリスが提唱したアーツ&ク ラフツ運動 に賛同し、
自らもその実践活動をしていた。そのためクレーンの絵本はデザイン性に富み、絵本を囲む装飾枠や絵に描
かれるものは細部に至るまで描き込まれており、絵本にもその精神が反映されてい1`16)。一方で、 クレー ン
の絵本は技巧に凝 りすぎていて、子どもが空想をする余地が残 されていないという批判的な意見 もないでは
ないが、美 しさにかけては、クレーンの絵本は傑出していた。彼の絵本は当時の最高の技法と印刷技術 によっ






と組んで絵本を出版することになる。最初の絵本はUnder the Window(1878)で 、初出版なが らもベス
トセラーになった。Mother Goose(1881)は エヴァンズの仕事のなかでも最高傑作の一つとされる。グリー
ナウェイの絵本の特長は繊細さ(描 かれる子どもたちも、絵本全体を貫 く雰囲気も)に あるが、その繊細さ
にあった美 しい色調の絵本であることが大きな魅力となっている。
 しかし、彼女の描 く子どもたちの表情や動きは硬くぎこちな く、親近感をもちにくい。そのため、読者 に
絵本との微妙な距離感を もたせてしまうのである。だが、その作風ゆえに成功 しているのが、ジョン ・ラス












できなかった。それにたいして一人コールデコットだけが、セ ンダ ックの指摘するようにイラス トレーター
であり、作詞家であ り、振 り付け師であり、舞台監督であり、装飾家であり、演劇人であり…といように、

















か ら読んでもらうものであることからもいえる。子 どもが絵本を読んでもらうとき、言葉(ス トーリー)を
耳で聞きながら、絵を見て(字 は読めなくても絵を読むのだ)楽 しむ。そ してつぎの頁がめくられる瞬間を
心待ちにするのだ。
 当たり前のようだが、絵本はつぎの頁をめ くるまで何が起 こるのかわか らない。そして、頁をめくると、
























たちが普段ふれることのない動物の野性性(生 命性)を も描き、読者が動物と出会 う出来事を、絵本に描い
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たの で あ る。
 この よ う に、 前 編 で は、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 が遊 び とい う出 来事 を生 起 させ る絵 本 で あ る こ と を 、 ま た
後 編 で は 、 コ ール デ コ ッ トの絵 本 の 中 で動 物 と出 会 う とい う出 来事 につ い て見 て き た。 今 日の 絵 本 で は 当 た
り前 の よ う に行 わ れ て い るが 、 コー ル デ コ ッ トが 様 々 な視 点 か ら絵 本 を見 る こ とに よ り絵 本 を構 成 し、 絵 本
に出 来事 を 生 起 させ た最 初 の イ ラス トレー ター で あ った。 作者 が絵 本 に 出来 事 を生 起 させ る仕 掛 け を 作 る こ
と によ って 、 絵 本 に は、 絵 本 特 有 の楽 しさが 生 まれ るので あ る。現 代 絵本 に も通 じる絵 本 構 成 の 基 礎 を 創 り
あ げ、 「絵 本 」 とい う ジ ャ ンル を創 りだ した の が コー ル デ コ ッ トな の で あ る。 コ ー ル デ コ ッ トは 絵 本 に 出 来
事 を 生 起 さ せ る仕 掛 けを つ く り、 絵本 で 出来事 を 生起 させ た わ けで あ る。
 しか し、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 に も限界 が あ った。 まず は 、 現代 で は考 え られ も しな い よ うな 印刷 上 の 制
約 が あ った こ とが 挙 げ られ る。 た とえ ば、 コー ル デ コ ッ トは 当 時 の 印刷 技 術 の限 界 を逆 手 に と って 、 ど う し
て もで き て しま う空 白の 頁 に独 自の解 釈 で イ ラス トレー シ ョ ンを描 い た。 しか も、 そ うす る こ とで 絵 本 に リ
ズ ムを 作 りだ した の だ。 だ が 、 この よ うな空 白 の頁 は、 基 本 的 には絵 本 の流 れ を さ え ぎ っ て しま い、 絵 本 作
りを 制約 して しま う もの で あ る こ とは間 違 い な い。 さ らに、 コー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス は、 絵 本 の 判 型
が画 一 的 で あ った こ とが 挙 げ られ る。 安 価 に もか か わ らず大 き な絵 本 で あ る こ とが 画 期 的 だ っ た トイ ブ ッ ク
は、 コス トを お さえ るた め に判 型 が画 一 的 だ った の で あ ろ うが 、縦 長 、 横 長 、 大 き い、 小 さ い な ど、 絵 本 の
判 型 は 描 く絵 本 世 界 に大 き くか か わ って くる1DOそ して 、 な に よ り、 コー ル デ コ ッ ト絵 本 の テ ク ス トは オ リ
ジナ ル で な か った 。 コー ル デ コ ッ トは、 ナ ー サ リー ・ライ ム の特 性 を う ま く活 用 して 優 れ た絵 本 を 創 作 した 。
しか し、 既 存 の テ クス トに縛 られ る こ との な い、 絵本 のた め のオ リ ジナル ・ス トー り一 で 描 い て い た ら、 も っ
と豊 か な絵 本 世 界 が 拓 けた は ず で あ る。
 この よ うな コー ル デ コ ッ ト絵 本 の限 界 を 超 え て い くの は、 コ ール デ コ ッ トの 次 の 世 代 の 絵 本 作 家 た ち で あ
る。 近 代絵 本 か ら現 代 の 絵 本 へ の橋 渡 しを した代 表 的な 絵本 作 家 の一 人 と して 挙 げ られ る の は ポ タ ー で あ ろ
う。 コー ル デ コ ッ ト絵 本 の影 響 を多 分 に受 け な が ら も、 そ れ を発 展 させ 、 オ リジ ナル の テ ク ス トと イ ラ ス ト
レー シ ョ ンで 、 子 ど もの 手 にの る小 さ な判 型 の 絵 本The Tale ofPeter Rabbit(1902)を 出 版 した ユH)。20世
紀 に 入 り、 印 刷 技 術 の 向 上 と と もに、 絵 本 は絵 本 独 自の 表現 方 法 を深 め多 様 化 し、 その 豊 か さ を 増 して い く。
 絵 本 に出 来事 を起 こす とい う、 今 で は当 た り前 の よ うに見 られ る こ とを最 初 に生 み だ した のが コ ー ル デ コ ッ
トで あ った。 今 日の 成 熟 した絵 本 と絵 本 を取 りま く状 況下 に あ って も、100年 以 上 も前 に 出 版 さ れ た コ ー ル
デ コ ッ トの トイ ブ ッ クス は古 び る ことな く 「楽 しさ」 とい う最 大 の魅 力 を 発 して い るの で あ る。
率註
1)本 論 文 の前 編 と重 複す るが、 ここで もう一度、 「出来事 」 につ いて述 べ てお こ う。本 論文 で は、 読 者 に 「出来
事」 を生 起 させ る、 あ るい は絵 本 のなか に 「出来事」 を起 こす ときの 「出来事 」 を、 通常 とは異な る意 味 で使 用 し
てい る。 本 論文 では、 私 と世 界 との境界 線 が消え て しま い、 私 は世界 で あ り、 世界 が私 とな る よ うな瞬 間(溶 解体
験 の生起)、 そ れ まで にな か った新 しい 自己 と新 しい世界 が生起 す るよ うな瞬 間、 その よ うな体験 の生 起 を も って
「出来事 」 と呼ん でい る。 コー ルデ コ ッ トの絵本 には、 このよ うな 出来 事 が起 き る仕 掛 けが あ ると考 え る。
2)絵 本 は ものが積 み上 が って い く様子 を描 いて い くの に格好 の メデ ィアな ので あ る。 これ につ いて は本 論 文 前編
[佐 々木2009:34]と 、[佐 々木2007:287]を 参 照。
3)動 物 絵本 の定義 につ い ては矢野 の 『動 物絵 本を め ぐる冒険』[矢 野2002:35-40コ 参 照。
4) 「逆 擬人 法」 は矢 野 の造語 で あ る。矢 野 は、 宮澤 賢治の作 品 に見 られ る独 特 な擬 人法 を、通 常 の擬 人 法 と区別
し、 「賢治 の擬人 法 は、 最初 の アニ ミズ ム的な もの を否定 して登 場 した人 間 中心主 義 的 な擬人 法 に た い して 、 新 た
にアニ ミズ ムが もって いた世界 との溶解 の体 験 を取 り戻す否定 の否 定 と して の擬人 法 で ある。 そ こで通 常 の擬 人法
と区別 す るた め に 〈逆 擬 人法 〉 と名 づ けたの であ る」[矢 野2008:140]と 述 べ て い る。 この逆 擬人 法 の 定 義 は、
賢治 以外 の作 品 に もあて は める こ とが可能 で あ り、 コー ルデ コ ッ トの絵 本 につい て考 察す る とき に も有効 で ある と
考え る。
5)こ の トイ ブ ックの正式 名称 はHey Diddle Diddle/Baby Buntingで あ り、1冊 に2つ の作 品が 入 って い る。
6)「 視 点」 を駆 使 した コー ルデ コ ッ トの絵 本作 りにつ いて は、本 論文前 編[佐 々木2009:39-40.]参 照。
7)コ ール デ コ ッ トの別 の トイ ブ ックThe Babes in the Wood(1879)で は、 両 親 に先 立 た れ叔 父 に引 き取 られ
た兄妹 が 、遺 産 に 目が くらん だ叔父 の企 みに よって、 森 のな か に置 き去 りにされ る こと とな る。 この作 品で コール
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デ コ ッ トは、森 を さ ま よう子 ど もを見守 り、 死 にゆ く子 どもに寄 り添 う動 物 を描 いて い る。 ここで は動 物が 子 ど も
との親 和性 を もった姿 を見 せて お り、荒 々 しい動物 性 を体現す る ことは ない。 そ して、 この絵本 もまた逆 擬人 法で
描 か れ た絵 本 として見 るこ とが で きる。 逆擬 人法 の視点 か ら世 界を見 た とき、人 間 は動 物 に とって友人 に もな り得
る存在 で あ り、 逆 に人 間(大 人)の もつ凶暴 で強欲 で荒 々しい一 面が、 動物 性 にた い し人間 性 とい う形 で浮 き彫 り
に され るのだ。
8)児 童文 学史 家 で児 童文学 批評 家の オル ダー ソ ンは、 コール デ コ ッ トの絵 本 をつ ぎの よ うに評 価す る。 イギ リス
に は、W,ホ ガー ス に始 ま る 「物語 るイ ラス トレー シ ョン」 の伝統 が あ り、 コール デ コ ッ トもそ の伝統 の も とにあ
るが、 コー ル デ コ ッ トの作 品 は 「年 少 の子 ど もた ちの本 にお ける、 こ とば と絵の 融合 の手本 」[Alderson 1986=
1999:11]で あ ると述 べ てい る。 また、 「強調 すべ き は、 題 材の範 囲が限 られ てい た とか、18世 紀 的背景 が繰 り返
し描 かれ てい た とか 、 という ことでは な く、 それ らを生 か した コール デ コ ッ トの さま ざまな 〈解釈 の仕方 〉 と くグ
ラ フ ィ ヅク の仕方 〉 が重 要」 で あ り、 「それ ぞれ のテ ーマ はみな固 有の特 徴 を もち なが ら、 しか も強力 な一貫 性で
つ らぬ かれ て お り、 い かな る既成 の手 法 にも依 存 してい ない」[Alderson 1986=1999-98]と い う点を非 常 に高
く評 価 す るの だ。
9)ナ ー サ リー ・ラ イ ム(nursery rhymes)、 ある いはマ ザー ・グー ス(Mother Goose)は 、 英 語圏 の国 で伝承
さ れて い る童 唄 の呼称 で ある。 「マザ ー ・グース」 とい う言葉 は文献 で18世 紀前 半 頃か ら見 られ るよ うだが、「ナー
サ リー ・ライ ム」 とい う言 葉 が 使 用 さ れ てい る最 も古 い文 献 は1842年J,O. Halliwellの 童 謡集The Nuesery
Rhymes(ゾEπ 却απdlであ る。
10)ベ ネ ッ トは、8人 もの子 どもを もつ 子沢 山の父 親で あ った。 子 どもを養 うた め だけで な く、子 ども達 を楽 しま
せ る ため に絵 本 を描 い た といわれ てい る。 ベネ ッ トは絵本 の仕事 だけで な く、 パ ンチ誌 の ス タ ッフ として も活 躍 し
た。 しか し志 半 ばで 、 病 のた め、38歳 の若 さで亡 くな って しま う。ベ ネ ッ トの才 能 を高 く評 価 してい るオル ダー
ソ ンは、1858年 に出 版 され たべ ネ ッ トの絵 本す べ てが エ ヴ ァンズ と組 んで い るに もか か わ らず、 エ ヴァ ンズがベ
ネ ッ トの創意 を生 か せ なか った こと(エ ヴ ァンズ は、 まだ この時期 、木版 印刷 の技 に長 けて いな か った)を 指 摘す
る と と もに、 その こ とを非常 に残念 が って いる[Alderson 1986 e 1999:88]。
11)ベ ネ ッ ト版The Frog Who Would a Wooing Goの 出 版社、 出版年 は研究 書 に よって も一 致 して いない。英 国
主 要 大 学 図書館 のオ ンライ ン総 合 目録 であ るCOPACに よ ると、 一番 古 い ものが1855年 頃 に 出版(出 版社 不 明)
さ れ た もので あ る。 次 に古い もの は1857年?にG.Routledge&Co.から出版 され た もので あ る。 そ して1860年
頃 にRoutledge.とRoutledge, Warne and Routledge.の2つ の出版 社か ら出版 されて い る。筆 者 が確認 で きたの
は、1860年 頃 に出版 され た とされ るRoutledge, Warne and Routledge.か ら出版 され た同書 の 復刻 版の みで あ る。
その 本 は、 オ ックスフ ォー ド大 学 ボー ドリアン図書 館蔵 のオー ピー ・コ レク シ ョンか ら復 刻 され た 『復刻:マ ザー
グ ー スの世 界』(ほ るぷ 出版 1992)の なか にあ った。 本論 文 におけ るThe Frog Who Would a Wooing Goに つ
いて の 記述 は、 すべ て この復刻 版 に依 って お り、 図版 につ いて もこれ を使 用 して い る。
12)ベ ネ ッ ト版 の絵 本 に見 られ る、"Heigho, says ROWLEY!""With a rowley-powley, gammon and spinach,
Heigho, says ANTHONY ROWLEY!"の 詩句 が な いバ ー ジ ョンのナ ーサ リー ・ラ イム が は じめ て文 献 に載 るの
は19世 紀 の初 頭 で あ るが、 バ ラ ッ ドの起 源 は少 な くと もそれ よ り200年 は古 い と い う こ とで あ る[G.Avery
1992,234-23570
13)オ ルダ ー ソ ンに よ る と、 この本 の ため の現存 す るカ ラー原画 を見 る と、 ベネ ッ トは1頁 に2つ の イラス トレー
シ ョンを入 れ るので は な しに、 この頁 の半分 を使 って、絵 が横1列 に流 れ てい く絵 本 に仕立 て るつ もりだ った らし
い。 しか し、 そ の計画 が 変更 され、1枚 の頁 に2つ のイ ラス トレー シ ョンを入 れ た結果 、物 語 の扱 いが いち じる し
く阻 害 され て しま った こ とを指 摘 して い る。 そ して 当初 の予定通 りの絵 本が作 られて いた な らば、 コールデ コ ッ ト
絵 本 の 貴重 な先駆 にな りうる作 品 だ った と述 べて いる[Alderson 1986=1999:89]。
14)三 宅 興子 も、 ベ ネ ッ トを高 く評 価 して いる。 この場面 につ いて も 「一 つ の絵 で は猫 の手 が 少 しだ け出て いて、
次 の 絵 で猫 が出 て くる、 そ してネ ズ ミの しっぽだ けを描 いて、必 死で逃 げて い るこ とを語 る とい った、絵 本的 な、
今 で 言 えば動 画 的な描 き方 も、 この時代 に はっき りあ りま した」[三 宅2007:364]と 述 べ て い る。
15)The:,.ヅS()peraは、 ナ ー サ リー ・ライ ム を集 め た楽 譜 つ きの 絵 本 で あ る。 こ の な か に はYe Frog's
Wooingの 題 名 で 、 A Frog He would a-Wooing Goと ほ ぼ同様 の詩 が 収 録 され て い る。 こ ち らには"Heig-ho!
says Rowley""Rowley-powley, gammon and spinach, Heig-ho!says Anthony Rowley"の 詩 句 が入 ってい る。
この ノ ンセ ンシカル なフ レーズはた だ声 に出 して読む だけで も楽 しいが、楽譜 に したが って歌 って も魅力的 なフ レー
ズな の であ る。 見開 き の左側 に楽譜 、右 側 に詩 が描 かれ てい るが 、 ク レー ンは、楽 譜 と詩 を取 り囲む それぞれ の枠
の部 分 に、 この枠 を最 大 限 に生 か した物語 性 を備 え たイ ラ ス トレー シ ョンを描 いて いる。 楽譜 つ き絵本 だ けに、音
楽 の 流 れを感 じさせ、 描 いた動 物 の向 きな どの方 向性 に も気を遣 った絵本 作 りを して い る。 また、 コールデ コ ッ ト
の絵 本 よ り もさき に出版 され てい るが、 カ エルや ネズ ミを擬人化 し、 ネ コやア ヒル は擬 人 化 しな い描 き方 を してい
るQ
16)ク レー ンは絵 本 のみ を制作 していた わ けでは な く、織 物、陶磁 器、 ス テ ン ドグ ラス、 壁紙 な どの装飾 デザ イ ン
を手 掛 けるな どの ア ー ツ&ク ラ フツの運 動 実践 と、「アー ツ&ク ラフ ツ展 覧協 会」 の初代 会 長 と して の活 動 も行 っ
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ていた。 彼 の著 書The Decorative Illustration of Boohs Old and Newを 読 む と、 ク レー ンが いか に木 版画 の挿 絵
と活 字 か ら生 み だ され る装飾 美 に こだ わ って いた かがわ かる。 そ して、 コールデ コ ッ トや グ リー ナ ウ ェイ の絵 本 に
つ いて は、 「彼 らの 目標 は性 格 描写 の ほうに 向い てお り、作 品は厳 密 に装 飾 的 とい う よ りも、 む しろ絵画 的 な性 格
を持 って いた 」[Crane 1896=1990;189]と 評 してい る。 これ は、 よき ライ バル で あ った二 人 の絵 本 と 自分 の 絵
本 とが 「装飾 」 とい う観 点 か ら一 線 を画 して い るこ とを暗に述べ て い るの であ る。 この こ とか ら もク レー ンに は、
絵本 に 出来事 を起 こす とい う考 え がなか った こ とが 伺わ れる。 ク レー ンは、 絵本 も絵 本以 外 の書物 も同 じ書 物 と し
て、 同 じ基準 で評価 して い るの だ。 彼の最 重要 項 は書物 の美 で あ り、 その美 と は、総 合的 な書 物 デ ザ イ ン(タ イ ポ
グラ フ ィ、紙 質、 イ ンク、 字 ・語 ・行の 間隔、 絵 の位置、装 飾 ・挿絵 ・余 白のバ ラ ンス)で あ った。
17)絵 本 の判 型 は、 描 かれ る絵 本 の世界 と重 要 なかか わ りを もって いる。 た とえ ば、 エ ッツ作 『も りの なか 』(福
音館 書店)が 横長 の判 型(19x26cm)で あ るの は、動 物 が一列 に な って男 の 子 の散歩 につ い てい く様 子 を描 くの
に最 適だ か らで あ る。 同 時 に、 絵本 を見 る読者 に と って も最 適の描 か れ方 とな る。 要 す るに、 絵本 の 判型 は、 どの
ように絵 本 に 出来事 を起 こす か とい うこ ととかか わ って いるので あ る。 同 じこ とは、 オル セ ン作 『つ きの ぼ うや 』
(福音館 書 店)の 縦 長 の判型(34×13cm)に もいえ る。 これ は、 月 の使 いの男 の子 が地球 に降 りて い く様 子 を描 く
のに、 また その様 子 を読者 に見 せ るの に最 適 だか らで ある。 このよ うに絵本 の判 型 は、大 きな意 味 を も って決 め ら
れて い る。
 絵本 の 大 き さにつ いて は、 もちろん絵本 の作 品世界 ともか かわ って いるが、 誰 を対 象 と した絵本 で あ るか と い う
こと と もかか わ って い る。 例 えば、 赤 ちゃん に向 けて描 かれ て いる絵本 は、 ほ とん どが赤 ち ゃん の手 にお え る小 さ
な サイ ズ の絵 本 であ る。 そ して大 きな サイ ズの絵 本 は、 そ れが扱 え る年 頃の 子 ど もを対 象 と してい る場 合 が 多 い
(読み聞か せ用 に作 られ た大 型絵 本 は、大勢 の子 ど もに見 えるため に大 き く して い るので、 この意 で はな い)。 ブ リュ
ノブ作 『ぞ うのバ バー ル』(Jardin des Modes)の 初版 本は37×27cmの 大型 本 であ った 。 こ の大 き さ は、 ゾ ウの
存在感 を読者 に充 分伝 え て いる。 そ して、 テ クス トの分量 も多 い ことか ら、 それ を楽 しめ る年 齢 の子 ど もで あれ ば 、
自分 で も って 読 んで も負担 にな らない大 きさ の絵 本 にな って い る。
18)ポ ターが 描 いた ピー ター は、世 界で最 も有 名な ウサ ギとい って も過言 で はな いだ ろ う。tタ ーが 自然 に親 しみ 、
自然 を観察 し、科 学者 の よ うな 目を もって動 物 を描 いて いた こ とはよ く知 られ て い る。 この よ うに、 イ ラ ス トレー
ショ ンが 注 目 され が ちな ポ ター で あるが、彼 女 はテ クス トにたい して も驚 くほ ど神 経 を遣 って い たの で あ る。 瀬 田
貞二 は、 「ピー ター ・ラビ ッ ト」 シリーズ にお け るポター の文章 が、 むだ な言葉 、 情緒 的 な言 葉、 文 学 的 な 修 辞 の
よ うな ものを い っ さい使 用 せず に、事 実そ の ものを率直 に語 る言 葉 で話 を書 いた こ とを評 価 し、 イギ リスの 幼 年文
学の一 つ の土 台 にな って い った こ とを指摘 して いる[瀬 田1980:152-154]。 この こ とは、 幼 い子 ど もに もよ くわ
か るス トー リー の大切 さを 物語 って いる。絵 本 に とって、テ クス トもま た、非常 に重要 な ので あ る。
 そ して、The Tale of Peter Rabbitが 小 型絵 本 の判型(14×11cm)を とって い るの には、 ポ ター の 「子 ど もの
手 に の る大 きさの絵 本」 を 作 りたい とい う思 い があ ったか らで あ る。 子 ど も達 に と って、 身 近 な小動 物 た ちが 描 か
れた ポ ターの絵 本 世界 は、掌 にの る小 宇宙 で もあるの だ。
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